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平成２９年度事業計画

景気は一部に弱さがみられるものの、持ち直しが続いていると言われている

なかにあって、当センターの昨年度事業実績は、発注者別の契約金額では一般

家庭で増加したものの、民間事業所で大幅に減少したことにより、中期計画の

目標値を達成することが厳しい状況となっています。事業別では、適正就業の

推進などにより、労働者派遣事業が大きく伸びた反面、請負・委任事業が減少

するという結果となりました。また、会員数、就業率についても前年度実績を

下回っており、減少傾向に歯止めがかからない状況となっています。

一方、国においては、昨年９月に「シルバー人材センター適正就業ガイドラ

イン」を作成し、全国の各センターに対しガイドラインに沿った業務運営を図

るよう指示がされています。また、労働者派遣事業等における就業時間の拡大

に向けた協議・検討や、本年４月からスタートする「介護予防・日常生活支援

総合事業」の新たな取り組み及び事故防止対策の強化など、多くの課題等が生

じています。

こうした状況を踏まえ、新たな事務局体制のもと、各委員会、地区組織及び

職群組織と連携を図りながら、「自主・自立、共働・共助」の基本理念を中心に

据えて、中期計画の目標値達成のため、次の平成２９年度の基本方針及びそれ

に基づく事業実施計画を策定し、事業運営に当たっていきます。

平成２９年度 基 本 方 針

１ 安定的な事業運営を目指した財政基盤の確立及び中期計画の着実な推進

２ 多様な就業機会の開拓・拡大と会員の確保

３ 安全・適正就業の徹底

４ 就業相談等の情報提供と会員意識の高揚

５ 普及啓発の推進

６ 研修・講習の充実
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事 業 実 施 計 画

１ 安定的な事業運営を目指した財政基盤の確立及び中期計画の着実な推進

(１) 補助金の確保を目指して、上部団体とともに引き続き国及び地方自治

体への支援要請活動を行います。

(２) 各委員会、地区組織及び職群組織との連携を図りながら、中期計画の

目標値達成のため各種方策を実行し、中期計画の着実な推進に取り組んで

いきます。

(３) 新しい事務局体制のもと、職員一丸となって一層の事務の効率化等を進

め、安定的な事業運営に努めます。

２ 多様な就業機会の開拓・拡大と会員の確保

(１) 「１会員１就業開拓運動」の全会員への周知徹底を図り、新規就業の

開拓に努めます。また、役員等による事業所、一般家庭等への「就業開

拓訪問活動」を１０月と３月に各地区統一して行います。

(２) 「１会員１人入会促進運動」を全会員に周知し、新規入会者の獲得に  

努めます。また、定期的な入会説明会を開催し、多様な就業や社会参加に

ついて情報の提供を行います。

(３) 受注契約の拡大を目指し、引き続き就業開拓員を配置します。また、ハ

ローワーク新潟において、就業相談窓口を定期的に開設し、会員拡大につ

なげていきます。

(４) 女性委員会を中心として情報交換等を行い、地区の特色や要望に沿った

女性の就業開拓を検討・計画します。また、女性の入会割合を高めるため、

女性会員募集に積極的に取り組みます。

(５) 事業推進体制の強化及び行政、関係団体と連携を密にし「介護予防・日

常生活支援総合事業」に取り組みます。

(６) 多様な就業機会の確保及び地域貢献等のため、独自事業や各種講座の開

催について調査・研究を行います。

(７) お客様（一般家庭）への満足度調査を実施し、その結果を基にサービス

の向上やニーズに即した事業展開に努めます。

(８) 新潟県シルバー人材センター連合会と連携を図りながら、労働者派遣事

業、職業紹介事業の推進と併せ、就業時間の拡大について検討を進めます。

３ 安全・適正就業の徹底

(１) 安全就業強化月間(７月)に各役員や職群リーダーを対象に安全講習会

を開催し、各地区で開催される安全講習会(通年)には会員の年１回の受講

の徹底を図ります。

(２) 安全・適正就業について指導を行うため、安全委員・業務委員・地区  

代表等による地区ごとや地区を越えた相互の就業現場の巡回パトロール

を実施します。

(３) 「適正就業ガイドライン」の周知を図ると共に、一層の適正就業の推進
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に努めます。

(４) 安全意識を高めるため、安全標語等を募集し、広く啓発に活用します。

   また、傷害・賠償事故が多発した場合、緊急警戒情報を発令し注意喚起

を行い、事故抑制に努めます。

(５) 加齢による身体機能の低下に対応するため、定期的な健康診断の受診

について呼びかけます。

４ 就業相談等の情報提供と会員意識の高揚

(１) より多くの会員が就業機会を得られるよう、就業相談の実施とともに、

新たに就業情報の掲示を行い、多様な就業形態の情報を提供し、希望に見

合った就業の提供に努めます。

(２) シルバー事業への理解と協力を得るため、定期的に会報を発行して会

員等へ情報提供を行います。

(３) 「自主・自立、共働・共助」の基本理念の浸透を図り、会員意識の高   

揚を図るため、総会をはじめ各種行事への積極的な参加を呼びかけます。

５ 普及啓発の推進

(１) 各地区においての街頭ＰＲ活動、ボランティア活動及び「福祉・介護・

健康フェア」をはじめ、各種イベント・行事等に参加し啓発活動に努めま

す。

(２) 区広報誌やマスコミへの取材依頼などによるＰＲ活動に努めます。

(３) 行政機関等にパンフレットを配置するほか、センターのホームページを

活用してシルバー人材センター事業等の普及啓発に努めます。

６ 研修・講習の充実

(１) 「親切・丁寧・安心」をモットーに、誠実な仕事を通じてセンターの

信頼を高めるため、職群別の技術や就業先におけるマナー向上を目指し

た研修・講習会を継続的に開催します。

(２) 安全講習会、入会説明会の一層の充実・強化を図るため、検討委員会を

組織し、調査・研究を進めます。

(３) 職員の資質向上を図るため、新たな事業への対応や課題解決に向けた

各種研修会への参加及びセンター独自の研修を実施します。


